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６
月
５
日
（
日
）
長
野
市
エ

ム
ウ
ェ
ー
ブ
に
お
い
て
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と

「
第
６７
回
全
国
植
樹
祭
な
が
の

２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
た
。

県
内
外
か
ら
５
、７
０
０
人
が

集
い
「
信
州
か
ら
未
来
へ
つ
な

ぐ
森
づ
く
り
を
」
を
大
会
テ
ー

マ
に
、
①
植
え
て
・
育
て
・
利
用

す
る「
森
林
・
林
業
サ
イ
ク
ル
」

の
実
現
、
②
森
林
や
身
近
な
緑

の
恩
恵
の
再
認
識
、
③
森
林
と

共
に
生
き
る
人
々
の
活
躍
の
発

信
を
開
催
理
念
に
掲
げ
開
催
さ

れ
た
。

式
典
で
は
、
冒
頭
に
熊
本
地

震
の
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
さ
さ

げ
た
。
大
会
会
長
の
大
島
理
森

衆
議
院
議
長
の
挨

拶
に
続
き
、
全
国

の
緑
化
功
労
者
表

彰
や
各
種
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
が
行

わ
れ
た
。

両
陛
下
の
お
手

植
え
で
は
天
皇
陛

下
が
ヒ
ノ
キ
、
ウ

ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、
コ

ウ
ヤ
マ
キ
の
苗
木

を
、
皇
后
殿
下
が

シ
ナ
ノ
キ
、
タ
カ
ト
オ
コ
ヒ
ガ

ン
ザ
ク
ラ
、
ミ
ズ
メ
の
苗
木

を
、
お
手
播
で
は
天
皇
陛
下
が

カ
ラ
マ
ツ
と
ク
リ
の
種
子
を
、

皇
后
陛
下
が
シ
ラ
カ
バ
と
ナ
ナ

カ
マ
ド
の
種
子
を
介
添
え
役
の

緑
の
少
年
団
の
子
ど
も
達
に
お

声
を
か
け
な
が
ら
、
お
手
植

え
、
お
手
播
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
志
賀
高
原
で
森
林

再
生
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

歌
舞
伎
俳
優
の
市
川
海
老
蔵
さ

ん
に
よ
る
勧
進
帳
の
「
延
年
の

舞
」
が
披
露
さ
れ
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。

終
わ
り
に
、
国
土
緑
化
推
進

機
構
の
佐
々
木
毅
理
事
長
が
、

森
林
の
恵
と
美
し
い
ふ
る
さ
と

を
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
の
決
意
を
述
べ
た
大
会

宣
言
、
長
野
県
知
事
か
ら
来
年

の
全
国
植
樹
祭
開
催
権
で
あ
る

富
山
県
知
事
に
、
植
樹
祭
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
「
木
製
の
地
球

儀
」
が
、
ま
た
、
東
日
本
被
災

地
へ
の
エ
ノ
キ
リ
レ
ー
と
し
て

再
来
年
の
開
催
県
の
福
島
県
で

植
栽
さ
れ
る
予
定
の
エ
ノ
キ
の

苗
木
が
手
渡
さ
れ
大
会
の
幕
を

閉
じ
た
。

当
協
会
か
ら
は
、
招
待
を
受

け
た
宍
倉
会
長
が
出
席
し
た
。

樹
木
識
別
ポ
イ
ン
ト講習

会

６
月
１１
日
１３
時
〜
１６
時
ま
で

東
京
・
日
比
谷
公
園
「
緑
と
水

の
市
民
カ
レ
ッ
ジ
」
に
お
い
て

４５
名
の
参
加
者
を
も
っ
て
開
催

さ
れ
た
。

最
初
に
大
崎
理
事
よ
り
こ
の

講
習
会
が
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
、川
原
田
委
員
長
か
ら
は
今
回

の
樹
種
は
約
１
２
０
種
１
５
０

品
種
の
枝
葉
の
特
徴
を
覚
え
て

頂
き
検
定
試
験
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
、
仕
事
や
趣
味
に
い
か

し
て
欲
し
い
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。今

回
の
参
加
者
に
は
国
土
交

通
省
、
環
境
省
、
神
奈
川
、
埼

玉
、
兵
庫
県
等
の
業
務
に
携
わ

る
方
や
設
計
施
工
及
び
樹
木
医

の
方
、
そ
し
て
一
般
の
方
及
び

学
生
と
幅
広
い
多
く
の
方
が
受

講
さ
れ
た
。

講
師
に
は
、
川
原
田
委
員

長
、
吉
澤
、
山
﨑
、
八
木
委
員

の
４
名
が
あ
た
り
、
３
ヶ
所
に

分
か
れ
て
約
４０
品
種
の
樹
木
の

特
徴
や
見
分
け
方
を
約
５０
分
説

明
を
行
っ
た
。

特
に
モ
ミ
ジ
（
カ
エ
デ
）
で

は
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ

ジ
、
オ
オ
モ
ミ
ジ
の
見
分
け
方

や
サ
ン
シ
ュ
ユ
と
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

の
違
い
、
更
に
、
針
葉
樹
で
は

モ
ミ
と
カ
ヤ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ト

ウ
ヒ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
等
の
違

い
に
つ
い
て
の
説
明
は
受
講
者

か
ら
多
く
の
質
問
が
出
た
が
、

講
師
陣
は
丁
寧
に
説
明
を
行

い
、
理
解
を
深
め
る
講
習
会
と

な
っ
た
。

ま
た
、
講
習
会
参
加
者
か
ら

は
１
度
だ
け
で
な
く
年
に
数
回

の
開
催
を
希
望
す
る
声
が
多
か

っ
た
。

３
時
間
の
講
習
会
が
終
了
後

に
、
希
望
者
を
募
り
、
日
比
谷

公
園
内
の
植
栽
樹
木
の
識
別
講

習
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、

３０
名
以
上
の
参
加
者
を
得
て
、

１
時
間
３０
分
ほ
ど
１
０
０
年
を

超
え
る
植
栽
樹
木
を
見
な
が
ら

講
習
が
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は

葉
だ
け
で
な
く
、
幹
や
枝
の
全

体
の
特
徴
が
理
解
で
き
た
有
意

義
な
講
義
で
あ
っ
た
意
見
を
頂

い
た
。

さ
ら
に
、
受
講
者
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
生
産
圃
場
で
の
講
習

会
開
催
希
望
、
年
数
回
の
開
催

を
希
望
、
時
間
が
足
り
な
い
の

で
午
前
中
か
ら
の
開
催
等
の
ご

意
見
を
頂
い
た
。

第
１０
回
環
境
緑
化
樹
木

識
別
検
定

平
成
２８
年
７
月
９
日
１３
時
よ

り
東
京
農
業
大
学
１１
号
館
３
階

演
習
室
で
行
わ
れ
た
。
当
日
は

雨
で
足
元
の
悪
い
中
、
北
は
茨

城
県
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
の

方
、
２４
名
（
協
会
員
３
名
、
学

生
４
名
含
む
）
が
受
験
し
た
。

試
験
に
先
立
ち
、
川
原
田
委

員
長
と
協
会
を
代
表
し
て
大
崎

理
事
よ
り
挨
拶
後
に
諸
注
意
が

有
り
、
受
験
者
は
一
旦
退
席
を

し
、
試
験
の
準
備
を
行
い
、
１３

時
２０
分
よ
り
７５
分
間
の
試
験
が

開
始
さ
れ
た
。

試
験
の
問
題
は
か
な
り
難
し

い
様
に
見
受
け
ら
れ
た
。

試
験
は
順
調
に
進
み
予
定
時

刻
に
終
了
し
た
。

試
験
の
１
級
合
格
者
は
、
業

界
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
識
別
検
定
は
大
変
難
し
い

試
験
で
あ
り
、
合
格
後
も
個
人

で
、
た
え
ず
わ
か
ら
な
い
枝
葉

を
観
て
は
図
鑑
と
見
比
べ
て
い

る
様
に
な
っ
た
と
の
意
見
や
毎

年
受
験
す
る
方
も
数
名
お
ら
れ

る
ほ
ど
の
試
験
に
な
っ
た
。

な
お
、
試
験
終
了
後
に
希
望

さ
れ
る
方
に
試
験
に
出
た
枝
葉

の
持
ち
帰
り
と
樹
種
の
説
明
を

３０
分
ほ
ど
行
い
、
全
て
を
終
了

し
た
。

６
月
２３
日
（
木
）
１３
時
か
ら

協
会
会
議
室
に
お
い
て
理
事
１３

名
、
監
事
３
名
及
び
事
務
局
出

席
の
も
と
第
４
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
た
。

議
事
の
内
容
は
次
の
通
り
。

〇
平
成
２９
年
度
通
常
総
会

加
藤
理
事
（
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
長
）
か
ら
、
前
回
理
事

会
の
要
請
を
受
け
会
場
、
講
演

者
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
結

果
、
会
場
を
高
知
市
の
ホ
テ
ル

日
航
高
知
と
し
て
、
旅
行
会
社

の
見
積
り
合
わ
せ
を
行
っ
た
結

果
、リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト（
株
）

に
決
定
し
た
い
。
ま
た
、
講
演

者
は
零
細
企
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
の
栢
野
克
己
氏
に
し
た
い
と

の
提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。

〇
熊
本
震
災
の
見
舞
金
及
び
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
経
費

熊
本
震
災
に
係
る
対
応
に
つ

い
て
緊
急
を
要
し
た
た
め
業
務

執
行
理
事
会
に
お
い
て
検
討

し
、
熊
本
県
支
部
へ
の
見
舞
金

と
三
役
に
よ
る
現
地
見
舞
を
行

っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま

た
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
５
月

に
予
定
し
て
い
た
研
修
会
は
中

止
せ
ざ
る
得
な
く
な
っ
た
が
、

研
修
会
準
備
に
費
や
し
た
経
費

に
つ
い
て
の
助
成
申
請
が
あ

り
、
審
議
の
結
果
、
事
情
を
加

味
し
て
従
来
か
ら
研
修
会
へ
助

成
し
て
い
る
金
額
に
つ
い
て
の

助
成
が
承
認
さ
れ
た
。

〇
中
間
監
査

午
前
中
に
実
施
し
た
平
成
２８

年
度
中
間
監
査
の
結
果
に
つ
い

て
、
岡
部
監
事
か
ら
熊
本
震
災

へ
の
見
舞
金
、
債
券
の
満
期
な

ど
動
き
は
あ
っ
た
も
の
の
資
産

管
理
な
ど
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
荒
井
監
事
か
ら
監
査
に
会

長
と
専
務
理
事
が
出
席
さ
れ
て

い
る
が
、
監
査
に
は
副
会
長
も

出
席
し
て
財
務
状
況
を
把
握
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

〇
花
と
緑
の
お
も
て
な
し
フ
ェ

ス
タ
及
び
日
比
谷
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
シ
ョ
ー

東
京
お
台
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
「
花
と
緑
の
お
も
て
な

し
フ
ェ
ス
タ
」
に
設
置
さ
れ
る

ガ
ー
デ
ン
に
植
木
を
搬
入
し

た
。
フ
ェ
ス
タ
会
場
で
８
月
６

日
、
７
日
に
開
催
さ
れ
る
「
ス

ポ
ー
ツ
＆
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス

タ
」
に
緑
育
委
員
会
、
青
年
部

が
子
供
を
対
象
と
し
て
こ
け
玉

作
り
を
行
う
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
な
お
、
１０
月
に
福
岡
県
小

郡
市
で
開
催
さ
れ
る
「L

E
T
’S

G
O

ア
ン
ビ
フ
ェ
ス
タ
」
に
お

い
て
も
こ
け
玉
作
り
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
１０
月
に
日
比
谷
で
開
催

さ
れ
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー

の
協
賛
金
に
つ
い
て
昨
年
同
様

の
拠
出
が
承
認
さ
れ
た
。

〇
林
野
庁
補
助
事
業
応
募
結
果

と
指
名
参
加
願

コ
ン
テ
ナ
苗
に
関
す
る
林
野

庁
補
助
事
業
に
応
募
し
た
が
選

定
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
官

庁
に
応
募
す
る
た
め
の
指
名
参

加
願
（
全
省
庁
統
一
資
格
）
を

提
出
し
て
物
品
販
売
（
植
木
）

に
関
す
る
資
格
を
得
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

〇「
緑
と
水
の
森
林
フ
ァ
ン
ド
」

中
央
事
業

国
土
緑
化
推
進
機
構
が
行
っ

て
い
る
「
緑
と
水
の
森
林
フ
ァ

ン
ド
」
中
央
事
業
に
、
緑
育
出

前
事
業
と
こ
け
玉
作
り
を
申
請

し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
承
認

さ
れ
た
。（
申
請
書
の
提
出
日：

平
成
２８
年
７
月
１
日

申
請
金

額
１
０
０
万
円

事
業
期
間
は

承
認
日
か
ら
平
成
２８
年
１１
月
３０

日
と
す
る
）

〇
耐
乾
燥
性
試
験
事
業

平
成
２５
年
度
か
ら
３
年
計
画

で
実
施
し
て
き
た
「
耐
乾
燥
性

試
験
」
に
つ
い
て
、
最
終
年
度

は
国
交
省
か
ら
の
助
成
金
が
無

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ン
テ
ナ

部
会
の
経
費
を
も
っ
て
試
験
の

継
続
、
報
告
の
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
に
要

し
た
経
費
の
一
部
（
２０
万
円
）

を
助
成
し
て
欲
し
い
と
の
申
請

が
あ
り
、
審
議
の
結
果
承
認
さ

れ
た
。

○
カ
レ
ン
ダ
ー

前
回
理
事
会
に
お
い
て
議
題

と
な
っ
た
２
０
１
７
カ
レ
ン
ダ

ー
に
つ
い
て
、
協
会
と
し
て
作

成
す
る
た
め
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
趣
味
の

園
芸
」
編
集
部
と
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
版
下
作
成
の
協
力
が

得
ら
れ
、
印
刷
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
関
東
図
書
が
担

当
し
て
も
よ
い
と
の
回
答
を
得

た
こ
と
か
ら
２
０
１
７
カ
レ
ン

ダ
ー
に
つ
い
て
作
成
し
た
い
と

の
提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
制
作
に
あ
た
っ
て
は

協
会
内
に
委
員
会
を
設
置
し
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。

○
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

新
樹
種
部
会
で
は
、
カ
レ
ン

ダ
ー
に
替
わ
る
宣
伝
ツ
ー
ル
と

し
て
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
、
試
作
品
の
作

成
を
行
っ
た
。
こ
の
試
作
品
作

成
に
要
し
た
経
費
の
一
部
（
２０

万
円
）
を
助
成
し
て
欲
し
い
と

の
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
審

議
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
は
協
会
の
収
益
確
保

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
一
部
助
成
に
つ
い

て
は
承
認
さ
れ
た
。

○
そ
の
他

事
務
局
よ
り
、
次
に
事
項
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

・
需
給
価
格
表
（
品
質
向
上
資

料
）
・
供
給
可
能
量
調
査
委
員

会
報
告
・
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
の

開
催
・
植
生
調
査
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
講
座
、
植
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

育
成
講
座
等

第
６７
回
全
国
植
樹
祭

第
６７
回
全
国
植
樹
祭

平
成
２８
年
度

第
４
回
理
事
会
を
開
催

環
境
緑
化
識
別
検
定
実
施
委
員
会

川原田氏（確実園園芸場）

吉澤氏（㈱小金井園）

環境緑化樹木識別検定試験

樹
木
識
別
ポ
イ
ン
ト
講
習
会

第
１０
回
環
境
緑
化
樹
木
識
別
検
定

山﨑氏（㈱ワイズプランツ）
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１
�
森
林
の
循
環
利
用

確
立
の
チ
ャ
ン
ス

森
林
は
、
国
土
の
保
全
、
水

源
の
涵
養
、
木
材
の
生
産
等
の

多
面
的
機
能
の
発
揮
を
通
じ

て
、
国
民
生
活
と
国
民
経
済
に

大
き
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

戦
後
、
先
人
の
努
力
に
よ
り

営
々
と
造
成
さ
れ
て
き
た
我
が

国
の
人
工
林
資
源
は
成
熟
し
、

植
栽
後
５０
年
を
超
え
る
人
工
林

面
積
は
、
全
人
工
林
の
過
半
を

占
め
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
森
林
は
本
格
的
に

循
環
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
な

段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
主
伐
の
増
大
が
見

込
ま
れ
る
中
、
林
業
の
成
長
産

業
化
を
目
指
し
つ
つ
、
森
林
の

多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
間
伐

の
着
実
な
実
施
に
加
え
、
伐
採

後
の
再
造
林
を
確
実
に
行
い
、

「
伐
る
」、
「
使
う
」、
「
植
え

る
」
と
い
っ
た
森
林
の
循
環
利

用
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
コ
ン
テ
ナ
苗

の
安
定
供
給
に
対
す
る
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
今
後
の
再
造
林

の
推
進
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
苗

の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
み

ま
す
。

２
�
コ
ン
テ
ナ
苗
の
特
徴

①
コ
ン
テ
ナ
苗
と
は

コ
ン
テ
ナ
苗
が
注
目
さ
れ
る

理
由
は
大
き
く
二
つ
あ
り
ま

す
。一

つ
目
は
、
人
口
減
少
局
面

に
入
る
中
、
生
産
に
当
た
っ
て

の
省
力
化
が
期
待
で
き
る
か
ら

で
す
。

二
つ
目
は
、
森
林
資
源
の
成

熟
に
伴
い
主
伐
の
増
大
が
見
込

ま
れ
る
中
、
再
造
林
を
確
実
に

行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
「
伐

採
か
ら
再
造
林
ま
で
の
一
貫
作

業
シ
ス
テ
ム
」（
主
伐
の
際
に

使
用
し
た
高
性
能
林
業
機
械
を

そ
の
ま
ま
活
用
し
、
伐
採
跡
地

の
末
木
枝
条
を
除
去
し
て
地
拵

え
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
機
械
で
苗
木
を
搬
入
し
、
植

付
け
を
行
う
と
い
う
作
業
シ
ス

テ
ム
で
、
地
拵
え
経
費
の
大
幅

削
減
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も

の
）
の
普
及
が
急
務
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
は
コ
ン
テ

ナ
苗
を
用
い
る
こ
と
が
有
効
だ

か
ら
で
す
。

で
は
、
本
稿
で
扱
う
林
業
用

の
コ
ン
テ
ナ
苗
の
特
質
を
概
観

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
テ
ナ
苗
と
は
、「
リ
ブ
」

と
呼
ば
れ
る
縦
筋
状
の
突
起

や
、
「
ス
リ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ

る
細
長
い
孔
を
設
け
た
コ
ン
テ

ナ
容
器
に
、
培
土
や
肥
料
を
充

填
し
、
そ
の
中
に
播
種
等
を
行

う
こ
と
に
よ
り
育
成
さ
れ
た
苗

の
こ
と
で
す
。

②
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
工
程

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
一
般
的
に

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設

内
で
、
育
苗
ベ
ン
チ
、
培
土
圧

入
機
、
散
水
装
置
と
い
っ
た
機

材
を
用
い
て
育
成
さ
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
前
述
の
リ
ブ
や
ス

リ
ッ
ト
に
よ
り
「
根
巻
き
」
が

防
止
で
き
る
ほ
か
、
容
器
底
面

が
開
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
底
に
届
い
た
根
の
成

長
が
止
ま
る
た
め
、
裸
苗
で
必

要
と
な
る
「
根
切
り
」
作
業
が

不
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
裸
苗
で
必
要
と
な
る

床
替
え
も
不
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
コ
ン
テ

ナ
苗
は
、
広
大
な
苗

畑
で
生
産
さ
れ
る
裸

苗
と
比
べ
て
、
作
業

の
効
率
化
と
労
働
負

荷
の
軽
減
が
な
さ

れ
、
小
さ
い
面
積
で

多
く
の
苗
木
を
生
産

す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
と
も
に
、
育

苗
期
間
を
短
縮
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

な
お
、
肥
料
や
水

分
量
の
管
理
な
ど
に

一
定
の
技
術
水
準
が

必
要
と
な
り
ま
す

が
、
そ
の
標
準
化
が

可
能
で
あ
り
、
関
係

団
体
や
研
究
機
関
等

に
よ
っ
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
も
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

③
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ

る
植
栽

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、

「
デ
ィ
ブ
ル
」や「
ス

ペ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ

る
植
栽
器
具
を
使
っ
て
地
面
に

穴
を
あ
け
て
、
苗
を
差
し
込
ん

で
軽
く
踏
み
固
め
る
だ
け
で
、

誰
で
も
簡
単
に
植
え
付
け
が
出

来
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
形
条

件
等
に
も
よ
り
ま
す
が
、
大
き

め
の
穴
を
掘
っ
て
、
根
を
広
げ

な
が
ら
丁
寧
に
埋
め
戻
す
こ
と

が
必
要
な
裸
苗
よ
り
も
、
植
栽

効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
コ
ン
テ
ナ
苗

は
、
植
え
る
人
の
技
術
水
準

に
対
す
る
要
求
度
が
低
い
と

も
言
い
換
え
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。実

際
、
林
野
庁
が
定
め
て

い
る
森
林
整
備
事
業
の
標
準

歩
掛
で
は
、
１
０
０
本
当
た

り
の
植
付
け
人
工
数
は
、
裸
苗

が
０
・
４１
人
と
な
っ
て
い
る
一

方
、
コ
ン
テ
ナ
苗
は
０
・
３６
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
培

地
や
肥
料
が
一
体
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
枯
死
の
可
能
性
が

低
く
、
活
着
も
良
好
で
、
裸
苗

よ
り
も
幅
広
い
時
期
に
植
栽
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

３
�
コ
ン
テ
ナ
苗
の
低
価

格
化
・
安
定
供
給
に
向

け
て

上
述
の
よ
う
に
、
コ
ン
テ
ナ

苗
は
、
少
人
数
で
の
生
産
が
可

能
、
植
栽
効
率
が
高
い
、
植
栽

時
期
の
幅
が
広
い
と
い
っ
た
性

質
か
ら
、苗
木
の
安
定
供
給
と
、

主
伐
と
同
時
に
植
栽
を
行
う
一

貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進

め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、

コ
ン
テ
ナ
容
器
の
ほ
か
、
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
設
備
や
機

械
な
ど
へ
の
投
資
が
必
要
と
な

る
ほ
か
、
重
量
が
大
き
い
こ
と

か
ら
輸
送
費
も
増
大
し
、
こ
の

結
果
、
供
給
価
格
が
裸
苗
と
比

べ
て
価
格
が
１
・
５
〜
２
倍
と

高
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。ま

た
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
供
給

量
は
、
平
成
２０
年
度
の
２
千
本

か
ら
、
平
成
２６
年
度
の
２
６
０

万
本
（
速
報
値
）
へ
と
急
速
に

拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
苗
木
の

供
給
量
全
体
に
占
め
る
割
合
は

未
だ
低
位
で
す
。

こ
の
た
め
、
低
価
格
の
コ
ン

テ
ナ
苗
を
安
定
供
給
す
る
た
め

の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
林
野
庁
で
は
、
コ

ン
テ
ナ
苗
生
産
に
必
要
な
機

械
・
施
設
・
資
材
の
調
達
・
整

備
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
技
術

普
及
の
た
め
の
研
修
、
伐
採
事

業
者
と
再
造
林
事
業
者
の
情
報

共
有
・
作
業
計
画
の
調
整
等
の

た
め
の
協
議
会
の
設
置
・
運
営

等
に
対
し
て
支
援
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
森
林
資
源

は
１
年
間
に
１
億
㎥
増
加
し
続

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
年
間
の

国
産
材
利
用
量（
約
２
、４
０
０

万
㎥
・
平
成
２６
年
）
を
は
る
か

に
上
回
る
値
で
す
。

こ
れ
ほ
ど
の
恵
ま
れ
た
果
実

が
得
ら
れ
る
の
は
、
営
々
と
森

林
造
成
に
励
ま
れ
た
先
人
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
の
お
か
げ
で
す
。

こ
の
果
実
を
有
効
に
活
用
し

な
が
ら
、
森
林
の
循
環
利
用
を

確
立
し
、
豊
か
な
森
林
を
次
世

代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
植
木
協
会
の
皆
様
に
お

か
れ
て
は
、
大
き
く
動
き
出
そ

う
と
し
て
い
る
我
が
国
の
森

林
・
林
業
に
ご
注
目
い
た
だ

き
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
安
定
供
給

を
通
じ
た
豊
か
な
森
林
づ
く
り

に
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
吉
村
室
長
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
８
月
１
日
付
を
も
っ
て
林

野
庁
国
有
林
部
業
務
課
長
に
ご

栄
転
さ
れ
ま
し
た
。）

６
月
１２
日
（
日
）
千
葉
県
立

柏
の
葉
公
園
に
お
い
て
、
皇
太

子
殿
下
同
妃
殿
下
の
ご
出
席
の

も
と
第
二
十
七
回
「
み
ど
り
の

愛
護
」
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ

た
。
式
典
で
は
、
石
井
啓
一
国

土
交
通
大
臣
、
森
田
健
作
千
葉

県
知
事
の
挨
拶
の
あ
と
、
功
労

者
に
国
土
交
通
大
臣
表
彰
が
あ

っ
た
。
こ
の
功
労
者
表
彰
で
は

当
協
会
員
で
あ
る
大
分
県
の
二

村
沢
行
氏
が
理
事
長
を
務
め
る

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
イ
ラ

ブ
グ
リ
ー
ン
大
分
が
、
「
緑
の

講
座
」「
協
働
の
森
づ
く
り
」

「
生
物
多
様
性
」「
落
ち
葉
は

ご
み
で
無
い
」
な
ど
緑
の
役
割

の
再
認
識
を
促
す
活
動
が
評
価

さ
れ
栄
誉
あ
る
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
。

皇
太
子
殿
下
か
ら
は
、
は
じ

め
に
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
々
へ
の
お
見
舞
い
が
あ
り
、

「
多
く
の
人
々
が
緑
の
大
切
さ

を
理
解
し
、
幅
広
く
運
動
に
参

加
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
お
言

葉
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
広
場

に
お
い
て
皇
太
子
殿
下
と
同
妃

殿
下
が
「
河
津
桜
」
を
植
樹
さ

れ
式
典
を
終
え
た
。

式
典
に
は
、
部
員
２
７
０
名

を
有
し
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
、
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
五
冠
を
達
成
し

た
柏
市
立
柏
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
が
出
演
し
て
喝
采
を
浴
び
て

い
た
。
な
お
、
協
会
か
ら
は
、

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
二
村
沢
行

氏
、
同
行
の
事
務
局
長
楠
野
耕

市
氏
と
宍
倉
会
長
、
佐
藤
専
務

理
事
が
出
席
し
た
。

コンテナ容器

コンテナ苗の形状

林野庁国有林部業務課長
（元林野庁森林整備部整備課 造林間伐対策室長） 吉 村 洋 氏

コココココココココココココンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテナナナナナナナナナナナナナ苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗ののののののののののののの可可可可可可可可可可可可可能能能能能能能能能能能能能性性性性性性性性性性性性性

（図）コンテナ苗と裸苗の生産工程

第
二
十
七
回

「
み
ど
り
の
愛
護
」の
つ
ど
い

特定非営利活動法人アイラブグリーン大分
（中央下：二村沢行氏 大分植木㈱）

特 集
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リレー連載 うえきのちから ～植木が届ける宝物～

「いいお仕事されていますね！」
初めてお目にかかる方に「造園会社で仕事しています」と言うと多くの方々に
この言葉をかけられます。自分もとてもこの仕事が気に入っています。でも全て
に納得できているわけではない。どこか本質から外れてないかと不安に思うこと
も多い。
植物が無ければ人を始め動物は生きていけない。彼らがいなければ酸素もでき
なかった。彼らがいなければ食べるものもない。人は地球上最大の消費者です。
「日本野」という書物の中で茶人千宗室さんは「私たちは地球に「間借りしてい
る身」」という表現をされており大変共感いたしました。人は地球の最悪の害獣だ
と感じることが少なくありません。
よく判断に迷う時に１９９２年リオで開催された地球環境サミットでの当時１２歳の
日系カナダ人セバン・スズキのスピーチを聞きなおすようにしています。「あな
たたち大人は直せないのに壊してはいけない！と私たちに言いながら森を伐採し
どんどん砂漠化させている。森に戻す術も知らないのに・・・ 喧嘩をしてはい
けない、話し合いで解決しなさいと言いながら戦争をやめようとはしな
い・・・」等々この原稿が紙面に出る頃にはリオオリンピック・パラリンピック
が開催されているでしょう。ユーチューブで検索すれば聞く事が可能です。
「NPO緑の大地会」という団体での活動で、「大地を踏みしめる会」という

市民団体の活動もサポートをしています。リーダーがケニアでワンガリマータイ
さんと出会い、彼女が一生懸命砂漠に植樹をしているのに感動し帰国。日本で「大
地を踏みしめる会～大人の遠足～」と称し遠足を企画。参加者から１回５００円の
植樹代を徴収。その代金で今年３月と４月あきる野市乙津でサクラほかを６５本植
えてきました。あきる野市乙津には龍珠院という寺があり、ご住職と奥様が中心
となり近所を巻き込んで乙津を桃源郷にしようと手弁当で頑張ってこられていま

した。そこへ都市生活者「大
地を踏みしめる会」の面々が
関東各地より集まり、植樹を
させていただきました。都市
生活者が歌を歌いながら現地
に入り、地元の人々はおにぎ
りや地元で採れた菜っ葉汁で
もてなす。自然と笑顔が連鎖
していきます。
緑には人を集う力がありま
す。緑の周りにたくさんの笑
顔。人が森とともに生きてき
た証です。日本は放っておけ
ば草が生え、やがて木が育つ

素晴らしい気候にあります。世界には
草も生えない地域の方がはるかに多い
のです。日本人は本当に幸せな気候に
住まわせていただいています。先人た
ちは自然に寄り添い、自然に生かされ
ながら慎ましく生活することで、長く
地球と過ごすことを知っていました。
もう一度その意味を見直す時がきまし
た。そして日本人だからこそ世界に発
信できるのです。
一造会では海外研修や登山しながら
の植生調査、一造会大賞など緑をより
楽しむための勉強を日々行っていま
す。造園は学べば学ぶだけ深く楽し
い！皆さん共に楽しみましょう‼
「造園楽し！一造会」

イチジク 甲南大学特別客員教授 田 中 修 氏

世界最古の栽培果樹
イチジクはクワ科の果物で、原産地はト
ルコ、イランなどの西アジアやアラビア半
島（西南アジア）です。日本には、江戸時代にもたら
され、当時は、「トウガキ」や「ナンバンガキ」とい
われていました。
２００６年、アメリカのハーバード大学の研究チーム
が、イスラエルのヨルダン渓谷の遺跡から、この果物
の実を発掘し、「一万一千年以上も前に栽培されてい
たものである」と発表しました。それをきっかけに、
現在、「この果物が世界最古の栽培果樹である」と考
えられています。古くから栽培されていたことを裏付
けるように、旧約聖書の創世記でも、最初の人間とさ

れるアダムと、その妻であるイブが、エデンの園で、裸のからだを隠したのは
この果樹の葉っぱとされています。
この果樹は、一ヶ月で熟すという意味で、「一熟」と書かれ、これが「イチ
ジク」と読まれました。また、その日に収穫しないと、次の日には、実の先端
部分にある口が大きく開いてしまって「一日で熟
する」という意味で、イチジクといわれたとの説が
あります。このようになってしまうと、見かけが
悪く、価値が落ち、出荷ができなくなります。
また、「花が無いように見えるのに、果実がな
る」という意味で「無花果」の字が当てられてい
ます。しかし、イチジクには、花がないわけでは
なく、果実の中にある赤いツブツブが花です。現
在では、日本のイチジク生産の約八割を占めてい
るのは、１９０９年、桝井光次郎氏がアメリカのカリ

フォルニアから持ち帰った苗木から育成された「桝井ドーフィン」という品種
です。この品種は、在来種と比べて、果実一個が大きく、一株からの収量も数
倍あります。また、このイチジクは雄株、雌株が別々の雌雄異株で、雌株は受
粉しなくても、果実を肥大させるという性質をもっています。そのため、タネ
はできなくても、果実は大きくなるので、「タネなしフルーツ」なのです。

古くから「不老長寿の果物」
「世界最古の栽培果樹であるな
ら、健康にもよかったのではない
か」とも思われます。イチジクは、
その通りに、昔から、「薬の木」と
か、「不老長寿の果物」といわれ
てきました。ポリフェノールを多
く含み、カリウム、カルシウムな
どのミネラルも豊富だからです。
近年は、抗がん作用があるとさ
れる「ベンズアルデヒド」や、血
圧降下作用のある「プソラレン」などが含まれているといわれます。ザクロエ
ラグ酸が含まれているので、肌が黒くなる原因であるメラニンという色素の生
成を抑えます。そのため、美白効果があると考えられます。
イチジクでは、実や、実を支えている柄の部分を折ると、切り口から白い液
が出てきます。少しドロッとしています。虫や鳥などの動物がイチジクを食べ
ようとして、実や柄をかむと、このドロッとした液が出てきて、嫌がらせの効
果は十分にあるでしょう。ですから、この液は、虫や鳥などの動物から食べら
れることから、からだを守っているのです。また、傷ついたときに侵入してく
る病原菌を退治するために、イチジクは、このような液をもっているのです。
しかも、この液には、タンパク質を分解する「フィシン」という物質が含ま
れています。このおかげで、イチジクとお肉をいっしょにしておくと、肉のタ
ンパク質が分解されるので、肉がやわらかくなります。また、私たちは、肉料
理の食後にイチジクを食べることにより、消化を促進してもらえます。

第５回 NHKラジオ番組「夏休み子ども科学電話相談」などでおなじみの田中修先生にご紹介いただく
“果樹の力”。日々のくらしに取り入れて毎日を健やかにお過ごし下さい。

大地を踏みしめる会 大人の遠足 参加者から植樹費用を徴収

富士宮どんぐ林 NPO緑の大地会が開催し
ている自然体験型イベント ツリークライミ
ングは大人にも子供にも大人気

いいお仕事されていますね！
全国１級造園施工管理技士の会 会長 松 本 朗 氏

松本 朗（まつもと あきら）
全国１級造園施工管理技士の会（通称：一造会）会長。
株式会社苑友造園代表取締役。株式会社富士植木取締役。NPO緑の大地会副理事長。
日本大学農獣医学科林学科で林業や森林生態学、造園を学び㈱富士植木に入社。沖縄
海洋博記念公園熱帯ドリームセンター、葛西水族園、国営越後丘陵公園などの現場を
経て、国営昭和記念公園日本庭園、中国昆明世界園芸博覧会での日本政府出展庭園、
箱根湯元にある礎生塾迎賓館庭園など伝統的庭園築庭に携わる。大径木移植やロープ
ワークによる剪定などの特殊な工事にも多く従事。一方、造園技術者はより市民に近
い専門家としてあるべきとの思いから、富士宮どんぐ林における自然体験会やあきる
野市乙津などでの市民活動にも NPO職員として積極的に関与。

イチジクの花は実の中

一造会京都研修
造会のイベントの中でも一二を争う人気研修

㈲山内浩史デザイン室蔵
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近藤三雄名誉教授

安藤敏夫名誉教授

平
成
２８
年
度
新
樹
種
部

会
通
常
総
会
は
６
月
７
日

（
火
）
１３
時
よ
り
メ
ル
パ

ル
ク
東
京
６
Ｆ
で
２４
名
の

部
会
員
の
出
席
を
得
て
、

丹
下
副
部
会
長
の
司
会
で

進
行
さ
れ
た
。

開
会
の
前
に
４
月
に
発

生
し
た
熊
本
・
大
分
大
震

災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
や

昨
年
か
ら
協
会
会
員
関
係

者
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

ご
冥
福
を
祈
り
、
全
員
で

黙
と
う
を
奉
げ
た
。

真
鍋
副
部
会
長
の
開
会
宣
言

で
総
会
が
開
始
さ
れ
た
。

森
川
部
会
長
の
挨
拶
で
は
、

震
災
に
遭
わ
れ
た
方
々
へ
の
見

舞
い
の
言
葉
と
部
会
と
し
て
、

協
会
と
共
に
協
力
支
援
を
惜
し

ま
な
い
と
の
決
意
を
述
べ
ら
れ

報
告
が
な
さ
れ
た
。

つ
ぎ
に
、
組
織
改
革
の
取
り

組
み
と
部
会
Ｐ
Ｒ
の
強
化
、
受

注
拡
大
に
向
け
た
更
な
る
活
動

強
化
、
そ
し
て
協
会
と
の
連
動

を
更
に
強
め
る
旨
、
決
算
時
期

の
変
更
を
審
議
し
て
頂
く
挨
拶

が
あ
っ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
宍
倉
協
会

長
よ
り
協
会
事
業
協
力
の
お
礼

と
今
後
の
環
境
緑
化
木
生
産
で

重
要
な
役
割
を
担
う
部
会
で
あ

る
事
、
新
し
い
造
園
樹
木
の
普

及
に
こ
れ
か
ら
も
続
け
る
事
を

願
う
言
葉
と
協
会
事
業
に
更
な

る
協
力
の
要
望
を
含
ん
だ
挨
拶

を
賜
わ
っ
た
。

続
い
て
溝
口
担
当
理
事
よ

り
、
協
会
事
業
へ
の
協
力
の
お

礼
と
新
し
い
市
場
へ
の
活
動
を

希
望
す
る
挨
拶
を
賜
わ
っ
た
。

司
会
者
よ
り
議
事
に
先
立
ち

議
長
選
出
を
出
席
者
に
求
め
た

と
こ
ろ
、
議
長
に
は
埼
玉
県
支

部
城
処
章
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

議
長
は
議
事
録
署
名
人
に
群

馬
県
支
部
瀧
沢
政
巳
氏
と
神
奈

川
県
支
部
小
川
喜
良
氏
を
指
名

し
、
出
席
者
の
承
認
を
得
た
。

第
１
号
議
案

平
成
２７
年
度
事
業
報
告
及
び

監
査
報
告
は
、
森
川
部
会
長
よ

り
会
員
動
向
及
び
主
要
会
議
報

告
に
続
き
、
各
委
員
長
（
大
野

小
委
員
長
、
栗
原
小
委
員
長
、

真
鍋
小
委
員
長
、
金
岡
小
委
員

長
、
山
﨑
小
委
員
長
、
石
川
小

委
員
長
）
か
ら
事
業
報
告
、
決

算
報
告
後
に
尾
上
監
事
よ
り
事

業
及
び
決
算
が
問
題
無
く
遂
行

し
て
い
る
と
の
監
査
報
告
が
行

わ
れ
た
。

議
長
は
報
告
を
受
け
、
審
議

し
採
択
を
行
い
、
賛
成
多
数
で

第
１
号
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

平
成
２８
年
度
決
算
期
変
更
案

に
つ
い
て
、
森
川
部
会
長
よ
り

変
更
理
由
は
事
業
が
期
を
跨

ぎ
、
予
算
と
決
算
が
ず
れ
て
し

ま
う
事
、
業
務
の
忙
し
い
時
期

と
重
な
る
事
、
他
団
体
と
連
動

が
取
り
づ
ら
い
等
の
理
由
に
よ

り
、
会
則
を
変
更
し
事
業
の
円

滑
遂
行
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

に
５
月
１
日
〜
１１
月
３０
日
と
す

る
提
案
と
２９
年
度
以
降
は
１２
月

１
日
〜
翌
年
１１
月
３０
日
と
す
る

報
告
を
受
け
て
審
議
し
た
。

議
長
は
採
択
を
行
い
、
賛
成

多
数
で
第
２
号
議
案
が
承
認
さ

れ
た
。

第
３
号
議
案

平
成
２８
年
度
事
業
計
画
案

は
、
森
川
部
会
長
よ
り
の
決
算

期
間
変
更
の
趣
旨
説
明
後
に
、

大
ま
か
な
事
業
説
明
が
有
り
、

各
小
委
員
長
よ
り
具
体
的
な
事

業
計
画
案
、
ま
た
事
務
局
よ
り

予
算
案
が
提
案
さ
れ
た
。

議
長
は
審
議
後
採
択
を
行
い

賛
成
多
数
で
第
３
号
議
案
が
承

認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

役
員
改
選
案
に
つ
い
て

平
成
２８
年
度
役
員
は
森
川
部

会
長
よ
り
７
か
月
間
の
役
員
の

た
め
、
２７
年
度
の
役
員
が
留
任

し
、
２８
年
度
役
員
候
補
者
案
が

事
務
局
よ
り
発
表
さ
れ
、
議
長

は
採
択
を
行
い
、
賛
成
多
数
で

第
４
号
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

新
役
員
は
会
場
を
移
し
て
正

副
部
会
長
を
決
め
、
再
度
議
場

に
入
場
し
、
新
執
行
部
森
川
氏

よ
り
以
下
の
役
員
が
発
表
さ
れ

た
。
新
部
会
長
は
森
川
氏
、
新

副
部
会
長
に
は
真
鍋
氏
、
大
野

氏
、
丹
下
氏
の
留
任
報
告
が
さ

れ
た
。

全
て
の
審
議
事
項
が
出
席
者

の
協
力
の
も
と
慎
重
審
議
さ

れ
、
終
了
し
た
こ
と
で
議
長
は

退
任
さ
れ
た
。

総
会
関
連
事
項
は
出
席
者
の

協
力
の
も
と
、
全
て
を
定
刻
に

終
了
し
、
大
野
副
部
会
長
の
閉

会
の
辞
で
終
了
し
た
。

６
月
７
日
記
念
講
演
第
１
部

は
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

造
園
伝
道
師

近
藤
三
雄
先
生

よ
り
、
「
時
代
を
読
ん
だ
新
樹

種
の
新
た
な
展
開
（
サ
ブ
タ
イ

ト
ル：

加
筆
修
景
、
香
り
、
和

の
風
情
、
東
京
五
輪
が
キ
ー
ワ

ド
）」と
し
て
１４
時
３０
分
よ
り
開

演
さ
れ
た
。

講
演
内
容
は
、
植
木
産
業
は

日
本
の
緑
環
境
の
整
備
の
根
幹

を
な
す
と
言
う
自
負
を
一
般
社

団
法
人
日
本
植
木
協
会
及
び
新

樹
種
部
会
は
も
っ
て
行
動
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
徹
底
し
た
協
会
及

び
部
会
で
あ
る
べ
き
で
、
協
会

員
は
生
産
、
卸
に
携
わ
る
植
木

の
プ
ロ
と
し
て
活
動
、
日
本
植

木
協
会
の
日
本
列
島
植
物
園
活

動
は
日
本
植
木
協
会
し
か
で
き

な
い
活
動
で
あ
り
、
さ
ら
に
参

加
者
を
増
や
し
、
圃
場
を
見
本

園
と
し
て
公
開
し
て
行
く
事
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
協

会
の
Ｐ
Ｒ
が
も
っ
と
必
要
と
、

さ
ら
に
見
学
者
や
使
用
者
の
同

行
を
分
析
し
、
何
が
売
れ
る
か

を
徹
底
し
て
調
査
分
析
し
生
産

販
売
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
あ
る
考
え
の
内
容
で
あ
っ

た
。庭

園
木
は
財
産
で
あ
り
、
５

年
、
１０
年
で
販
売
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、１
０
０
年
、２
０
０

年
の
世
代
を
超
え
て
販
売
す
る

も
の
な
の
で
、
も
っ
と
価
値
を

評
価
す
べ
き
意
見
、先
人
の「
横

浜
植
木
」
の
偉
業
は
、
明
治
２６

年
に
は
海
外
向
け
に
英
文
の
カ

タ
ロ
グ
を
作
成
し
、
海
外
に
植

木
輸
出
事
業
を
行
っ
て
い
た
様

に
も
っ
と
協
会
員
も
積
極
的
に

海
外
に
目
を
向
け
て
事
業
を
行

い
、
時
代
に
合
っ
た
樹
木
を
探

求
す
べ
き
で
あ
る
考
え
。

都
市
の
公
園
や
緑
地
の
樹
木

が
老
朽
化
に
よ
る
樹
木
の
更
新

が
遅
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、

協
会
と
し
て
の
生
産
の
取
り
組

み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
意
見
。

明
日
の
目
黒
区
役
所
屋
上
緑

化
、
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
公

園
及
び
農
大
一
校
屋
上
緑
化
の

概
略
の
説
明
が
あ
り
。

最
後
に
植
木
生
産
業
に
子
弟

が
後
を
継
ぐ
魅
力
あ
る
商
売
で

あ
る
か
を
会
員
皆
さ
ん
が
考
え

行
動
を
起
こ
す
時
で
あ
る
意
見

を
述
べ
て
近
藤
先
生
の
第
一
部

講
演
は
終
了
し
た
。

第
二
部
講
演
は
千
葉
大
学
名

誉
教
授
安
藤
敏
夫
先
生
の
タ
イ

ト
ル
は
「
青
い
花
の
作
り
方
」

に
つ
い
て
は
色
素
の
遺
伝
子
組

み
換
え
技
術
で
は
難
し
く
作
り

難
い
色
で
あ
る
事
、
色
素
細
胞

操
作
等
を
行
っ
て
も
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
色
素
の
青
い
花
を
つ
く

る
事
が
非
常
に
難
し
い
報
告
で

あ
っ
た
。
近
年
で
は
サ
フ
ィ
ニ

ア
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
そ
し
て
バ
ラ

で
多
く
の
青
い
花
が
作
ら
れ
て

い
る
が
ま
だ
ま
だ
少
な
く
技
術

の
進
歩
を
今
後
期
待
す
る
講
演

で
あ
っ
た
。

初
日
の
講
演
は
両
先
生
の
専

門
を
生
か
し
た
有
意
義
な
講
演

で
あ
り
、
参
加
者
よ
り
質
問
が

多
く
出
さ
れ
、
丁
寧
に
両
先
生

が
お
答
え
く
だ
さ
り
森
川
部
会

長
の
謝
辞
で
定
刻
に
終
了
し

た
。

総
会
記
念
視
察

６
月
８
日
の
庭
園
視
察
は
近

藤
三
雄
先
生
案
内
の
も
と
、
２４

名
が
参
加
し
、
８
時
３０
分
に
ホ

テ
ル
を
大
型
バ
ス
で
最
初
の
視

察
目
黒
区
役
所
屋
上
緑
化
「
十

五
庭
」
に
向
か
っ
た
。

目
黒
区
役
所
庁
舎
は
も
と
も

と
千
代
田
生
命
本
社
ビ
ル
（
建

築
家
村
野
藤
吾
先
生
設
計
）
を

２
０
０
３
年
よ
り
庁
舎
と
し
て

利
用
し
て
い
る
屋
上
を
東
京
農

業
大
学
と
緑
化
に
関
す
る
協
定

書
を
結
び
近
藤
先
生
の
計
画
監

修
に
よ
り
造
ら
れ
た
庭
園
で
あ

る
。庭

園
名
は
村
野
藤
吾
先
生
の

名
前
を
拝
し
た
「
目
黒
十
五

庭
」
と
し
、
信
楽
焼
の
鉢
を
利

用
し
、
東
光
園
で
貸
し
鉢
で
利

用
し
て
い
た
樹
齢
８０
年
以
上
の

マ
ツ
を
中
心
に
植
栽
さ
れ
、
ま

た
、
縁
石
も
信
楽
焼
で
統
一
さ

れ
た
解
放
感
の
あ
る
庭
園
で
あ

っ
た
。

な
お
、
こ
の
庭
園
に
使
用
さ

れ
た
樹
木
を
提
供
し
た
多
く
の

部
会
員
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
名

板
を
見
る
事
が
出
来
た
。

つ
ぎ
に
首
都
高
速
大
橋
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
「
目
黒
天
空
庭

園
」（
屋
上
に
日
本
庭
園
を
つ

く
る
意
義
と
実
践
）
を
視
察
し

た
。目

黒
天
空
庭
園
は
平
成
２５
年

に
開
園
さ
れ
た
コ
ロ
ッ
セ
オ
風

の
外
観
を
有
し
、
高
低
差
２８
メ

ー
ト
ル
（
低
い
所
７
ｍ
か
ら
高

い
所
３５
ｍ
）、
縦
断
勾
配
６
％

と
厳
し
い
条
件
の
も
と
施
工
さ

れ
た
報
告
。

こ
ち
ら
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト

は
和
風
モ
ダ
ン
を
強
調
し
た
庭

園
で
あ
り
、
利
用
者
に
体
力
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
休
憩

ス
ペ
ー
ス
を
多
く
取
り
入
れ
て

い
る
施
工
に
な
っ
て
い
る
。

使
用
植
物
は
見
栄
え
が
良
い

ク
ロ
マ
ツ
を
中
心
に
、
シ
ラ
カ

シ
、
常
緑
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
桜
類

の
高
木
等
と
四
季
の
花
が
楽
し

め
る
低
灌
木
を
植
栽
し
、
根
〆

に
ツ
ワ
ブ
キ
、
ギ
ボ
ウ
シ
、
オ

モ
ト
の
和
風
植
物
を
使
用
し
て

い
た
。

同
公
園
は
一
般
公
開
さ
れ
て

お
り
自
由
に
見
学
が
出
来
る
屋

上
緑
化
公
園
で
あ
っ
た
。

最
後
に
世
田
谷
区
と
農
大
で

協
定
を
結
ん
で
の
馬
事
公
苑
前

緑
地
と
東
京
農
業
大
学
第
一
高

校
屋
上
緑
化
を
視
察
し
て
定
刻

に
な
り
視
察
は
終
了
し
た
。

６
月
２４
日
（
金
）
協
会
会
議

室
に
お
い
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
検
討

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
執
行
役
員

出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
ビ

ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
は
平
成
２５

年
度
に
設
置
さ
れ
４
年
間
の
検

討
を
経
て
平
成
２８
年
度
に
検
討

結
果
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
検
討
委
員
会
に
お
い
て

は
協
会
の
現
状
把
握
、
今
後
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
年
度
内
に
報
告
書
を
作
成
す

る
こ
と
と
し
た
。

新
樹
種
部
会

日本列島植木植物園
ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅
危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

ムクゲ
＊アオイ科フヨウ属 落葉樹
樹高３．０メートル位
＊別名を「ハチス」とも呼び、
夏の茶花として欠かせない。
＊新しく伸ばした枝に花芽が付
くので、花付が良い。
＊強剪定に耐え、後に伸びる枝
にも開花する。

㈱ワイズプランツ
山﨑隆雄

平
成
２８
年
度
通
常
総
会
開
催

代表的な品種

ババイイオオレレッットトウウェェーーブブ

日日のの丸丸（（ヒヒノノママルル））

ココンンテテドド エエイイモモンン斑斑入入

ララベベンンダダーーシシフフォォンン

光光花花笠笠（（ヒヒカカリリハハナナガガササ））

宗宗旦旦（（ソソウウタタンン））

ハハママボボウウ

赤赤花花笠笠（（アアカカハハナナガガササ））

玉玉兎兎（（タタママウウササギギ））

アアーーデデンンスス

ララーージジホホワワイイトト

新
樹
種
部
会
総
会
記
念
講
演

目黒区役所十五庭

農大屋上

大橋ジャンクション 目黒天空庭園

大橋ジャンクション 目黒天空庭園

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
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学校紹介

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

三
重
県
立
四
日
市
農
芸
高
等
学
校　

環
境
造
園
科

本
校
の
概
要

本
校
は
四
日
市
市
の
一
番
南

に
位
置
し
、
鈴
鹿
市
と
の
市
境

に
あ
る
。
伊
勢
平
野
・
伊
勢
湾

を
見
下
ろ
せ
る
丘
の
上
に
あ

り
、
四
季
緑
に
包
ま
れ
た
閑
静

な
環
境
で
あ
る
。
農
業
学
科
４

学
科
（
生
産
科
学
科
、
食
品
科

学
科
、
環
境
造
園
科
、
園
芸
科

学
科
）
と
家
庭
学
科
を
併
せ
持

つ
高
校
で
あ
る
。

特
色
あ
る
取
り
組
み

①
技
能
五
輪
へ
の
挑
戦

五
輪
を
目
指
す
生
徒
は
勿

論
、
造
園
技
術
コ
ー
ス
に
所
属

す
る
全
生
徒
の
「
も
の
づ
く

り
」
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

特
に
造
園
に
関
し
て
高
い
意
識

と
技
術
を
持
っ
た
生
徒
を
安
定

し
て
業
界
に
輩
出
す
る
こ
と
が

目
標
で
あ
る
。

平
成
２５
年
度
か
ら
技
能
五
輪

全
国
大
会
に
参
加
し
、
２６
年
度

に
敢
闘
賞
受
賞
、
２７
年
度
は
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
ま
で
に
な

っ
た
。

②
出
前
剪
定
実
習

３
年
生
の
課
題
研
究
の
一
環

で
、
平
成
２６
年
度
か
ら
近
隣
の

中
学
校
を
対
象
に
出
前
剪
定
実

習
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

造
園
に
な
じ
み
の
な
い
中
学
生

に
造
園
の
良
さ

を
伝
え
、
進
路

選
択
の
一
つ
に

し
て
ほ
し
い
こ

と
と
３
年
生
が

こ
れ
ま
で
の
実

習
で
培
っ
た
剪

定
や
刈
込
の
技

術
を
生
か
す
場

面
と
し
て
行
っ

て
い
る
。
こ
の

取
り
組
み
が
中

学
校
の
間
で
口

コ
ミ
で
広
が

り
、
多
く
の
中

学
校
か
ら
申
し

込
み
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
資
格
取
得

造
園
を
学
ぶ
者
の
登
竜
門
と

し
て
２
年
生
で
３
級
造
園
技
能

士
検
定
を
多
く
の
生
徒
に
受
験

さ
せ
、
そ
の
合
格
者
の
中
か
ら

さ
ら
に
技
術
を
深
め
た
い
者
に

３
年
生
で
２
級
造
園
技
能
士
検

定
を
受
験
さ
せ
て
い
る
。
ま

た
、
現
場
で
役
立
つ
資
格
と
し

て
玉
掛
け
や
小
型
車
両
系
建
設

機
械
運
転
、
移

動
式
ク
レ
ー
ン

な
ど
も
取
得
で

き
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
。

④
現
場
実
習

３
年
の
春
休

み
中
に
３
日
間

地
元
の
造
園
業

者
を
中
心
に
現

場
実
習
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ

は
、
早
い
段
階

で
造
園
の
現
場
に
触
れ
る
こ
と

で
進
路
選
択
の
一
つ
と
し
て
造

園
業
を
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
と

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
を

現
場
で
生
か
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い

る
。

⑤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
庭
園

３
年
生
の
総
合
実
習
で
３
年

間
の
集
大
成
と
し
て
生
徒
た
ち

の
手
で
設
計
か
ら
施
工
ま
で
行

う
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

ま
と
め

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
し

て
い
る
こ
と
で
、
造
園
に
関
す

る
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
を
心

掛
け
て
き
た
結
果
、
毎
年
約
３

割
の
生
徒
が
業
界
へ
就
職
し
て

お
り
、
若
干
名
で
は
あ
る
が
大

学
へ
進
学
し
て
い
る
。
今
後
も

継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

７
月
１４
日
（
木
）
１３
時
か
ら

全
国
燃
料
会
館
に
お
い
て
林
野

庁
造
林
間
伐
室
長
の
吉
村
洋
室

長
を
講
師
に
招
き
勉
強
会
を
開

催
し
た
。

勉
強
会
は
、
地
域
性
植
物
適

用
委
員
会
、
植
生
調
査
委
員
会

及
び
コ
ン
テ
ナ
部
会
合
同
で
行

い
３２
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。

講
義
は
、
「
コ
ン
テ
ナ
苗
の

可
能
性
」
―
林
業
の
成
長
産
業

化
と
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発

揮
に
向
け
て
―
を
議
題
に
行
わ

れ
、
世
界
と
日
本
の
森
林
に
は

じ
ま
り
林
業
経
営
の
動
向
、
再

造
林
を
低
コ
ス
ト
で
推
進
す
る

必
要
性
及
び
コ
ン
テ
ナ
苗
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
行
わ
れ

た
。講

義
の
あ
と
は
林
野
庁
に
対

す
る
要
望
等
に
つ
い
て
の
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
、
①
全
国
山
林

種
苗
協
同
組
合
連
合
会
（
苗

組
）
に
加
入
申
請
し
た
が
断
ら

れ
た
。
②
苗
組
に
加
入
し
て
お

り
、
林
業
用
の
コ
ン
テ
ナ
苗
を

作
ろ
う
と
し
て
県
に
相
談
し
た

が
断
ら
れ
た
。
③
コ
ン
テ
ナ
苗

の
補
助
金
を
申
請
し
た
が
不
採

択
と
な
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
点

に
留
意
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
④
配
布
区
域

に
制
限
が
あ
る
。
ま

た
、
コ
ン
テ
ナ
苗
、

裸
苗
が
同
時
期
に
発

注
さ
れ
て
お
り
、
コ

ン
テ
ナ
苗
の
メ
リ
ッ

ト
が
生
か
せ
な
い
。

⑤
今
後
コ
ン
テ
ナ
苗

の
利
用
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
な
ど
の
質
問

に
対
し
て
、
県
苗
組

の
判
断
ま
で
に
立
入

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
苗
組

と
植
木
協
会
の
連
携
は
重
要
と

考
え
て
い
る
。
補
助
金
申
請
に

あ
た
っ
て
は
費
用
対
効
果
が
高

い
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
配
布
区
域
を
見
直
す

た
め
の
知
見
が
得
ら
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
利

用
は
ま
だ
少
な
い
現
状
に
あ

り
、
平
成
３０
年
代
前
半
ま
で
に

は
３
割
を
賄
う
計
画
で
あ
る
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。
林
野
庁
と

種
苗
生
産
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
も
で
き
非
常
に
有
意
義
な
勉

強
会
で
あ
っ
た
。

７
月
７
日
（
木
）
の
１３
時
よ

り
、
宮
城
県
仙
台
市
、
情
報
・

産
業
プ
ラ
ザ
、
Ａ
Ｅ
Ｒ
６
階
に

お
い
て
、
青
年
部
会
幹
事
、
各

支
部
長
、
石
井
理
事
、
事
務
局

で
、
計
２９
名
の
参
加
の
も
と
、

２８
年
度
幹
事
・
支
部
長
合
同
会

議
が
開
催
さ
れ
た
。
各
支
部
へ

の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
、４
班
に
分
か
れ
、各
議
題
、

議
題
１
、
会
員
減
と
ブ
ロ
ッ
ク

統
合
に
つ
い
て
。
議
題
２
、
年

会
費
に
つ
い
て
。
議
題
３
、
活

動
の
充
実
と
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
連

携
強
化
に
つ
い
て
。
議
題
４
、

総
会
時
期
に
つ
い
て
。
議
題

５
、
面
白
い
研
修
先
に
つ
い
て

議
論
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で

発
表
す
る
と
い
う
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
で
進
め
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
の
弊
協
会
の
発
展
に
向

け
て
話
し
合
っ
た
。
ま
た
、
９

月
１４
日
（
水
）
の
青
年
部
会
全

国
研
修
会
（
大
阪
）
に
つ
い
て

も
案
内
さ
れ
た
。

今
般
の
熊
本
地

震
、
お
よ
び
水
害
に

被
災
さ
れ
た
会
員
の

皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。部

会
長
の
吉
澤
で

す
。
コ
ン
テ
ナ
部
会

の
現
状
と
、
活
動
報

告
を
い
た
し
ま
す
。

現
在
コ
ン
テ
ナ
部

会
の
会
員
は
、

１
２
２
名
で
す
。
２７

年
度
は
２
名
の
退
会

者
が
出
ま
し
た
が
２８
年
４
月
に

は
１
名
の
新
規
入
会
者
が
あ
り

ま
し
た
。

世
代
交
代
で
若
い
部
会
員
も

増
え
て
い
ま
す
。

協
会
の
一
般
社
団
法
人
移
行

に
伴
っ
て
組
織
改
革
が
あ
り
ま

し
た
が
コ
ン
テ
ナ
部
会
も
２８
年

度
よ
り
委
員
会
構
成
を
見
直
し

て
、
部
会
長
の
下
に
３
名
の
副

部
会
長
を
お
い
て
各
委
員
会
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

４
月
に
は
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
エ
ク
ス

テ
リ
ア
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

２
０
１
６
」
に
お
い
て
コ
ン
テ

ナ
ガ
ー
デ
ン
の
設
置
に
参
加
し

ま
し
た
。

６
月
に
は
、「（
一
社
）
緑
の

ま
ち
づ
く
り
支
援
機
構
」
の
年

次
総
会
に
出
席
。
こ
こ
の
団
体

は
緑
あ
ふ
れ
る
都
市
環
境
を
創

造
す
る
た
め
異
業
種
の
会
社
が

協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が

植
物
を
扱
っ
て
い
る
の
は
コ
ン

テ
ナ
部
会
だ
け
で
す
。
去
年
の

夏
に
、
お
台
場
の
お
も
て
な
し

ガ
ー
デ
ン
に
、
２
０
２
０
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
見
据
え
た
緑
の
休
憩
所

と
も
言
う
べ
き
ガ
ー
デ
ン
を
作

り
ま
し
た
。
今
後
も
ツ
ル
植
物

を
中
心
に
使
え
そ
う
な
植
物
を

提
案
し
て
行
き
ま
す
。

７
月
１４
日
に
は
、
地
域
性
植

物
適
用
委
員
会
、
植
生
調
査
委

員
会
と
の
合
同
で
林
野
庁
森
林

整
備
部
整
備
課
の
吉
村
室
長
を

お
招
き
し
て
コ
ン
テ
ナ
苗
（
マ

ル
チ
キ
ャ
ビ
テ
ィ
）、
小
花
粉

ス
ギ
苗
の
生
産
等
の

勉
強
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
コ
ン
テ
ナ
部

会
と
し
て
は
全
国
山

林
種
苗
協
同
組
合
連

合
会
と
の
対
応
も
あ

り
今
後
の
検
討
課
題

と
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
部
会
研

修
会
は
９
月
に
１
泊

２
日
の
予
定
で
軽
井

沢
と
埼
玉
花
園
地
区

に
伺
う
計
画
で
す
。
軽
井
沢
で

は
、
カ
ラ
ー
リ
ー
フ
の
庭
の
千

住
美
術
館
、
ハ
ル
ニ
レ
テ
ラ

ス
、
埼
玉
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
使
っ
た
遠
隔
潅
水
装
置

を
実
証
実
験
中
の
部
会
員
の
農

場
を
ま
た
協
会
員
以
外
の
園
芸

農
家
さ
ん
の
視
察
も
す
る
予
定

で
す
。
も
ち
ろ
ん
宿
泊
は
軽
井

沢
の
ホ
テ
ル
に
な
り
ま
す
の
で

部
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
会
員
以

外
の
方
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。調

査
・
研
究
で
は
、
２６
年
、

２７
年
に
国
土
交
通
省
の
補
助
事

業
で
屋
上
緑
化
に
適
し
た
植
物

の
選
抜
試
験
で
あ
る
「
耐
乾
燥

性
試
験
」
を
全
国
３
か
所
の
部

会
員
の
圃
場
で
実
施
し
た
結
果

を
、
今
年
度
は
解
り
や
す
く
取

り
ま
と
め
て
設
計
者
サ
イ
ド
に

提
案
で
き
る
資
料
に
す
る
予
定

で
す
。

部
会
員
の
減
少
に
よ
り
部
会

予
算
も
減
る
中
で
こ
れ
か
ら

は
、
協
会
内
の
活
動
の
み
で
な

く
他
団
体
と
の
協
働
に
よ
っ
て

少
し
で
も
収
益
を
上
げ
ら
れ
る

よ
う
な
働
き
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
前
年
度
好

評
だ
っ
た
「
ぱ
っ
と
見
ガ
イ

ド
」
の
次
の
シ
リ
ー
ズ
化
を
今

後
企
画
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

現場実習の様子

地
域
性
植
物
適
用
委
員
会

勉
強
会
を
開
催

部
会
だ
よ
り
・
コ
ン
テ
ナ
部
会

現
状
と
活
動
報
告

コ
ン
テ
ナ
部
会
長

吉

澤

信

行
氏

（
㈱
小
金
井
園
・
東
京
都
）

林野庁 吉村 洋氏

技能五輪の様子

軽井沢千住美術館の植栽

勉強会風景

資格取得の様子

青
年
部
会

平
成
２８
年
度

幹
事
・
支
部
長
合
同
会
議
を
開
催

出前実習の様子

おもてなしガーデン
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薬用植物のすすめ

初めまして。栢野克己（かやのかつみ）と申し
ます。中小零細自営業の成功事例を取材執筆・紹
介するジャーナリスト・著者・講演家です。「か
やのかつみ」で検索すると、ホームページやブロ
グ、フェイスブックや YouTube など約７万件ヒ
ットします。本は６冊出版。この８月に「新版
小さな会社☆儲けのルール」が出ました。アマゾ
ン「中小企業経営」ジャンルで１４年連続ベストセ
ラー１位の続編です。様々な業種の成功事例が約
５０社載ってます。機会があればご覧下さい。
所詮はマスコミ記者や大学教授と同じ口先評論
家。現場のことは何もできません。しかし、中小
零細自営業を専門に約２０年ほど、各業界の成功事例を取材・執筆・出版・講演
を行ってきました。正直、植木業界のことは何も知りませんが、異業種の事例
から、皆さんにもなにかヒントになることがあれば幸いです。今日は毎週水曜
朝６時半の早朝勉強会に出ていました。会場は酢や青汁など健康食品通販「や
ずや」（グループ年商３００億）で、矢頭美世子会長も参加してました。私の前職
は広告代理業で、１９９３年からやずやに出入りするようになりました。当時の年
商は１０億円。その１０年後に１００億を超え、一時期は「香酢」の大ヒットで４００億
に。現在は２５０～３００億前後ですが、多くのことを学ばせてもらってます。やず
やは現会長の美世子さんと亡夫の宣男さんが１９７５年に脱サラ。１年で靴クリー
ムや贈答品の販売など３つの事業に失敗。結婚式の司会バイトの合間にはじめ
たクロレラの訪問販売で年商４億に。毎月数百万円残るようになり、「オレは

天才だ！」とほぼ毎週キャバレー通
い。が、好事魔多し。４０歳の時に仕入
先のメーカーが倒産し、売る商品が見
つからずに羽毛布団やぶら下がり健康
器具なども全部失敗。実質廃業で借金
２２００万円を抱え、再起動は夫婦で結婚
式司会業＋副業で健康食品販売。転機
は夫婦とパート１人で年商６５００万円の
４４歳。居酒屋で出逢った社長から誘われ「中小企業家同友会」に入会。直後に
行われた「経営計画作成セミナー」へ参加。合宿の参加者は１５人（年商数千万
～３億以下の社長）でしたが、ここで生まれて初めて、夢や目標、人生計画や
経営計画を書いたそうです。それぞれペラ１枚程度。各自発表し、皆から感想
や意見やアドバイス・ダメ出しも。この時のメイン講師が「キューサイ」創業
者の長谷川さん。「お前の天職は何か？」「まだ決めてません。司会業と健康
食品やってますが、ほか弁屋もいいかなと」「中小零細が２つも違う商売やっ
てはダメだ。もう４４歳。一つに絞らねば」「なら司会業ですね」「そんな職人芸
は自分が倒れたら終わり。なぜ健康食品をメインにしない？」「健食はうさん
臭いですから。成功しても自慢できない」「なに言うか！オレはニチレイの冷
凍卵焼き下請けをやめ、今は青汁にチャレンジしている（当時数億円）。青汁
はキャベツの原種で栄養価も高い。どこに出しても恥ずかしくない商品だ。健
康食品がうさん臭い？それはお前がうさん臭い人間だから、うさん臭い商品に
手を出したんだ。お前の経歴では健康食品しかないじゃないか！お前はそれし
か役に立たない男じゃないか！」と怒鳴られ、殴られた時、「体に電流が走っ
た。これしかない。健康食品に一生を賭けようと思った」と矢頭さん。この創
業１４年の４４歳・年商６５００万円・社員３名の時に初めて経営理念と経営計画書を
作成し、事業を健康食品に一本化。スイッチ入った翌年は健食で２億弱。４８歳
で自社オリジナル商品「養生青汁」を開発。これがヒットして、その後のニン
ニク卵黄や雑穀米、香酢につながります。運命を変えた４４歳の経営計画セミナ
ーと師匠との出逢い。金儲けの健康食品から、健康食品で人の役に立つという
理念でスイッチが入った。当初１Ｐの経営計画書は現在約８０Ｐ。毎朝、朝礼で
全社員が１Ｐずつ唱和しています。

普段緑化樹として扱っている木本植物の
中に、薬効ある成分を持つものがある。う
まく組み合わせると、観賞しつつ実用性も
得ることができる。ただし、利用に当って
は、個人で処方せず薬剤師に相談するこ
と。
テンダイウヤク：生薬名は烏薬（うやく）。
中国南部原産のクスノキ科の常緑低木
で、雌雄異株。我が国へは江戸時代に渡
来したとされるが、紀伊半島や四国、九
州などでは野生化している。互生する葉
は革質で長さ５～８cm、広楕円形で先
が尖り、３本の明確な葉脈がはいる。春
に葉腋から薄黄色で散形花序の小花をつ
け、秋に径１㎝弱の果実が黒熟する。株
が暴れないため、生け垣等にも使われ
る。
薬用部は根で、冬から春に掘り上げて日
干しする。煎液は苦みが強い。漢方では、
気のめぐりを良くし、胃腸を丈夫にする
とされ、芳香健胃薬として利用される。
ボルネオール、リンデランやリンデレン
などのテルペン類が含まれ、根を折ると
樟脳に似た香りがする。
トチュウ：生薬名は杜仲（とちゅう）。中
国原産のトチュウ科の一属一種の落葉高
木で、雌雄異株。生育は旺盛で、年間１
ⅿ程度伸びる。葉はケヤキに似た楕円
形、花は緑色を帯びた白色で、その後翼
果をつける。葉、枝、幹皮を傷つけると
銀白色の糸をひく。これはグッタペルカ

によるもので、強い血圧降下作用があ
る。薬用部位は樹皮で、煎液は苦くて渋
みがある。強壮、鎮痛鎮静作用があり、
血圧を下げる。また、筋骨を丈夫にする
ため、慢性関節疾患に用いる。葉を煎じ
た杜仲茶は、血圧の降下や肝機能の機能
向上に効果があるとされ、密かな人気が
ある。
ナツミカン：生薬名は枳実（きじつ）。ミ
カン科の常緑小高木で、樹高は５ⅿ前
後。１７００年頃に山口県長門市の海岸に流
れ着いた柑橘の実生個体が元株と言わ
れ、その株は現在でも生存している。果
実は他の柑橘類と同様に秋以降黄熟する
が、春までは酸っぱくて食べられず、初
夏まで置くと食べられる事からナツミカ
ンと呼ばれる説が一般的である。薬用部
位は未熟果で、半分に切ったものが使われる。煎液はとても苦く、酸味があ
る。芳香健胃作用があり、胸腹満・胸腹痛に用いる。関東南部以西では庭木
として植えられ、５月に芳香のある白い花、その後に実る果実を観賞する。
現在ではアマナツ（甘夏）やシンアマナツ（新甘夏）など酸味の少ない品種
が多く栽培される。
ナンテン：生薬名は南天実（なんてんじ
つ）。メギ科の常緑低木で、株元から細
い幹が叢生する。関東から九州に分布
し、「難転」に通ずることから、厄除け
の木として庭植えされる。６月頃白い小
花を円錐状に密生し、秋に径６㎜位の果
実が赤熟する。秋から冬の紅葉も見応え
がある。果実が白いシロミナンテン、矮
性のオタフクナンテンや糸葉のキンシナ
ンテン、近年は黄葉に赤色が入る品種等
がある。薬用部位は成熟果実で、煎液は
苦い。赤実より白実の方が珍重される。
アルカロイドの一種であるナンテニンを
含み、鎭咳薬として喘息や百日咳に処方
される。近年は、ナンテンのど飴が流通
し身近なものとなっている。

薬効がある緑化植物（木本）
株式会社常磐植物化学研究所 資源開発部長

柴 田 忠 裕 氏

HHHHHHHHHHHH２２２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９９９年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度 通通通通通通通通通通通通常常常常常常常常常常常常総総総総総総総総総総総総会会会会会会会会会会会会のののののののののののの講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演者者者者者者者者者者者者 栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢野野野野野野野野野野野野野野野野野 克克克克克克克克克克克克克克克克克己己己己己己己己己己己己己己己己己ささささささささささささんんんんんんんんんんんんにににににににににににに聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞くくくくくくくくくくくく

ナツミカン果実

ナツミカンの花

ナンテン実

紅葉が美しいオタフクナンテン

テンダイウヤクの樹形

テンダイウヤクの葉

トチュウの葉

■栢野克己（かやのかつみ）。ジャーナリスト・作家・講
演家。インタークロス代表。中小企業の成功事例を取材執
筆。著書に「小さな会社☆儲けのルール」「やずやの秘密」
「弱者の戦略」「逆転バカ社長」など。福岡市出身。立命
館大学卒業後、ヤマハ発動機・リクルート・中小ベンチャ
ーを経て広告代理業で独立。２００２年から取材執筆と講演業
に移行。趣味は新興国へのバックパッカー。家族４人で世
界一周経験も。詳細は「かやのかつみ」で検索。

その５
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５
月
１０
・
１２
日
島
根
県
の
日

本
海
に
浮
か
ぶ
離
島
ジ
オ
パ
ー

ク
隠
岐
の
島
で
の
研
修
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
隠
岐
の
島

は
島
前
（
知
夫
痢
島
）（
中
ノ

島
）（
西
ノ
島
）
と
島
後
（
隠

岐
の
島
）
か
ら
な
り
。
ど
ち
ら

の
島
も
隠
岐
の
島
固
有
種
、
亜

種
の
進
化
を
と
げ
た
植
生
が
は

ぐ
く
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
島
後
（
隠
岐
の
島
）
で
の
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
集
合
解
散
の
時
間

を
考
慮
し
て
行
き
は
境
港
発
１１

時
５０
西
郷
着
１３
時
１３
分
。
帰
り

は
西
郷
港
発
１３
時
２０
分
七
類
港

着
１５
時
２
分
の
各
々
高
速
船
と

い
う
こ
と
で
行
き
と
帰
り
が
違

う
港
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り

七
類
港
に
１１
時
に
集
合
し
て
皆

さ
ん
の
車
は
帰
り
の
七
類
港
に

置
き
、
用
意
し
た
移
動
用
の
車

等
で
乗
り
合
わ
せ
し
て
１０
分
ほ

ど
で
境
港
に
移
動
し
、
食
事
を

し
て
高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
号
に

乗
り
込
み
ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
海

は
心
配
し
て
い
た
波
は
ひ
と
つ

も
な
く
凪
で
無
事
に
西
郷
港
へ

到
着
し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の

の
ち
レ
ン
タ
カ
ー
で
村
上
家
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
園
に
向
か
い
ま
す
。

途
中
に
玉
若
酢
命
神
社
に
あ
る

樹
齢
千
数
百
年
国
指
定
の
天
然

記
念
物
の
八
百
杉
〈
樹
高
３０

ｍ
〉
を
観
察
し
ま
す
が
、
樹
勢

も
弱
り
台
風
で
枝
も
折
れ
痛
々

し
い
有
様
で
し
た
。
出
雲
市
の

樹
木
医
さ
ん
が
診
て
お
ら
れ
る

よ
う
で
す
が
予
算
が
つ
か
な
く

何
も
で
き
て
な
い
よ
う
で
す
。

土
壌
の
状
態
を
改
良
し
て
や
れ

ば
か
な
り
回
復
す
る
と
思
う
の

で
す
が
残
念
な
状
況
で
す
。

次
に
途
中
で
中
村
町
の
道
路

の
す
ぐ
脇
に
あ
る
か
ぶ
ら
杉

（
６
本
立
ち
、樹
齢
推
定
６
０
０

年
樹
高
３８
・
５
ｍ
）
に
立
ち
寄

り
五
箇
村
の
村
上
家
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
園
に
到
着
で
す
。

村
上
家
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
園
で
は

奥
様
の
お
出
迎
え
を
う
け
地
元

の
植
物
研
究
家
の
野
津
さ
ん
の

説
明
と
案
内
で
約
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
山
肌
に
１
万
本
の
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
が
咲
き
誇
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

園
を
見
学
し
ま
し
た
。

隠
岐
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
日
本
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
の
１
種
で
ツ
ク
シ
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
の
変
種
で
あ
る
ホ
ン

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
品
種
と
し
て
あ

つ
か
わ
れ
。
ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

に
比
較
し
て
葉
全
体
が
小
さ
く

薄
く
、
先
が
丸
み
を
帯
び
て
い

ま
す
。
も
っ
と
も
低
地
で
自
生

し
て
い
る
種
類
で
花
は
美
し
く

ピ
ン
ク
か
ら
白
で
花
弁
の
先
が

７
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
生
息
に

適
し
た
条
件
（
斜
光
と
湿
度
と

排
水
性
な
ど
）
に
う
ま
い
具
合

に
合
致
し
た
環
境
を
斜
面
の
杉

林
を
利
用
し
て
作
り
出
し
て
い

ま
す
。
咲
い
た
後
の
花
芽
摘
み

と
か
管
理
は
大
変
で
す
と
奥
さ

ま
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
。

来
年
も
立
派
に
咲
く
と
い
い
で

す
ね
。
こ
の
あ
と
近
く
の
エ
ビ

ネ
蘭
。
園
で
隠
岐
固
有
亜
種
の

草
花
見
学
を
し
て
ロ
ー
ソ
ク
島

観
光
、
夜
は
懇
親
会
で
隠
岐
の

幸
と
地
酒
で
大
盛
り
上
が
り
で

し
た
。

２
日
目
は
布
施
村
の
隠
岐
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
自
生
地
へ
向
か
い
ま

し
た
。
途
中
で
あ
ら
か
じ
め
相

談
し
て
お
り
ま
し
た
布
施
村
役

場
を
訪
ね
、
村
役
場
の
植
物
生

息
巡
視
に
合
わ
せ
て
目
的
地
の

道
案
内
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

布
施
む
ら
か
ら
大
満
寺
山
へ
と

川
沿
い
の
道
を
進
み
ま
す
。
少

し
走
る
と
自
然
が
そ
の
ま
ま
あ

る
よ
う
な
世
界
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
木
々
の
下
に
は
シ
ダ
ソ
テ

ツ
の
群
落
が
広
が
り
ま
す
。
最

初
に
登
山
道
の
入
り
口
手
前
に

あ
る
岩
倉
の
乳
房
杉
（
幹
周
１１

ｍ
。主
幹
が
地
上
数
ｍ
の
と
こ

ろ
で
１５
本
に
分
か
れ
て
お
り
大

小
２４
個
の
乳
房
状
の
根
が
垂
れ

下
が
っ
て
お
り
そ
の
中
で
最
大

の
も
の
は
長
さ
２
・
６
ｍ
は
周

２
・
３
ｍ
で
年
々
す
こ

し
ず
つ
伸
長
し
て
い

る
、
樹
齢
約
８
０
０

年
、
樹
高
３０
ｍ
の
巨
木

で
す
）
に
よ
り
ま
し

た
。
こ
の
木
は
前
に
鳥

居
が
あ
り
山
の
神
様
と

し
て
祭
ら
れ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
登
山

道
入
り
口
に
つ
い
た
時

は
大
雨
＋
低
温
で
登
山

道
に
は
い
る
の
は
危
険

と
判
断
し
、
車
で
終
点

の
中
谷
の
展
望
台
の
ほ

う
（
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
生
息
地
）
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
、
隠
岐
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

を
含
む
植
物
を
見
学
、
又
役
場

の
管
理
の
仕
方
や
苦
労
話
な
ど

の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
観
た
い
所
は
多
々
あ

り
ま
す
が
時
間
の
都
合
上
以
上

で
今
回
の
視
察
は
終
わ
り
と
し

ま
し
た
。

そ
の
あ
と
海
岸
に
松
林
の
残

る
隠
岐
最
北
端
の
中
村
地
区
の

サ
ザ
エ
村
で
サ
ザ
エ
と
特
大
岩

か
き
を
食
し
最
後
ま
で
隠
岐
を

満
喫
し
、
高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー

で
西
郷
港
か
ら
独
特
な
景
観
の

島
々
を
眺
め
島
前
経
由
で
、
凪

の
日
本
海
を
無
事
に
七
類
港
に

つ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ま
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

研
修
先
で
お
世
話
に
な
っ
た
島

後
の
み
な
さ
ま
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

７
月
１２
日
に
熊
本
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

行
っ
た
理
由
は
関
西
ブ
ロ
ッ

ク
の
有
志
か
ら
頂
い
た
義
援
金

を
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
（
熊
本
支

部
）
に
手
渡
す
為
で
あ
る
。

４
月
に
起
き
た
熊
本
大
地
震

で
被
害
を
う
け
た
仲
間
達
に
何

か
出
来
な
い
か
と
関
西
ブ
ロ
ッ

ク
の
役
員
会
で
話
し
合
っ
た
結

果
義
援
金
が
い
い
の
で
は
と
い

う
結
論
に
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。人

道
支
援
と
の
意
見
も
あ
っ

た
が
行
く
だ
け
で
迷
惑
に
な
る

と
の
意
見
も
あ
り
こ
の
結
果
に

至
っ
た
。

テ
レ
ビ
で
は
、
芸
能
人
の
炊

き
出
し
や
有
名
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

の
テ
ン
ト
村
設
置
な
ど
色
々
な

支
援
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。植

木
屋
に
は
何
が
出
来
る
の

だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る

日
々
で
あ
っ
た
。

今
か
ら
２１
年
前
阪
神
淡
路
大

震
災
が
我
々
の
地
域
を
襲
っ

た
。６

０
０
０
人
以
上
の
人
が
亡

く
な
り
大
多
数
の
家
屋
や
ビ
ル

な
ど
の
損
壊
を
目
の
当
た
り
に

し
た
。

戦
争
を
知
ら
な
い
我
々
世
代

に
と
っ
て
生
ま
れ
て
初
め
て
見

る
光
景
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
私
が
青
年
部
の
兵

庫
県
支
部
長
の
時
で
あ
る
。

震
災
か
ら
２
年
後
の
平
成
９

年
５
月
に
震
災
復
興
に
あ
た
り

植
木
の
生
産
、
流
通
業
者
の
団

体
と
し
て
植
木
と
い
う
商
品
で

少
し
で
も
貢
献
し
、
緑
豊
か
な

生
活
環
境
の
創
造
に
寄
与
す

る
。と

い
う
名
目
の
も
と
兵
庫
県

の
県
木
で
あ
る
ク
ス
ノ
キ
の
記

念
植
樹
を
行
っ
た
。
そ
の
木
は

今
も
神
戸
市
役
所
前
東
遊
園
地

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
沿
い
で
育
っ

て
い
る
。

は
た
し
て
何
人
の
人
が
こ
の

ク
ス
ノ
キ
の
成
長
を
見
て
復
興

の
力
と
し
て
も
ら
っ
た
か
は
定

か
で
は
な
い
が
今
も
元
気
に
育

っ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
少
し
遅
れ
て
震
災

の
ひ
ど
か
っ
た
長
田
地
区
に
新

し
く
で
き
た
駅
前
に
鉄
人
２８
号

の
実
物
大
の
像
が
で
き
た
。

長
田
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
今
も
多
く
の
人
達
が
訪
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ク
ス
ノ
キ
は
忘
れ
ら
れ
て
も

鉄
人
２８
号
は
今
も
輝
き
を
放
っ

て
い
る
。

（
ク
ス
ノ
キ
は
今
も
成
長
し
て

い
る
の
に
）

震
災
か
ら
２１
年
、
今
で
は
震

災
な
ど
な
か
っ
た
か
の
ご
と
く

街
は
復
興
を
遂
げ
た
。

熊
本
も
何
年
後
か
に
で
き
る

だ
け
早
く
今
の
神
戸
と
同
じ
よ

う
に
復
興
す
る
こ
と
を
祈
る
ば

か
り
で
あ
り
ま
す
。

復
興
の
暁
に
は
長
田
の
鉄
人

２８
号
の
よ
う
に
植
木
を
見
て
元

気
を
も
ら
っ
た
と
か
そ
の
時
植

え
た
樹
が
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
よ
う
な
樹
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
植
木
屋
に

で
き
る
事
な
の
か
も
と
考
え
さ

せ
ら
れ
た
熊
本
へ
の
訪
問
で
あ

り
ま
し
た
。

震
災
に
遭
わ
れ
た
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
お
よ
び
熊
本
支
部
の
仲

間
の
み
な
さ
ま
の
一
日
で
も

早
い
復
興
を
祈
念
し
、
ま
た
何

か
役
に
立
て
た
ら
と
考
え
ま

す
。

２９年度協会オリジナルカレンダー
２９年度協会オリジナルカレンダーについて、NHK出版「趣味の園芸」編集部の協力
を得て作成いたします。
価 格：３５０円（税別）／１部（最少ロット１０部、送料別途）
申込締切日：９月１５日（木）
申 込 み：別途申込み用紙にて

かぶら杉

村上家シャクナゲ園

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
隠
岐
研
修
会

足

立

洋
氏

（
㈲
足
立
農
園

島
根
県
）

岩倉の乳房杉

ろうそく岩

地
方
か
わ
ら
版

地
方
か
わ
ら
版

長田の復興のシンボル鉄人２８号

植
木
屋
に
で
き
る
事

関
西
ブ
ロ
ッ
ク

辰

巳

広

之
氏

（
㈱
辰
巳
植
広
園
・
兵
庫
県
）

青年部が寄贈したクスノキ
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香り…雑感。

お知らせ 広報事業に関するアンケートのご回
答、貴重なご意見をどうもありがとう
ございました。

６
月
１４
〜
１５
日
、
関
西
ブ
ロ

ッ
ク
青
年
部
研
修
会
と
い
う
こ

と
で
長
崎
県
を
訪
問
し
ま
し

た
。近

年
、
会
員
の
減
少
が
深
刻

な
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
。
参
加
者
は

わ
ず
か
４
人
。
と
は
い
え
、
長

崎
空
港
か
ら
の
レ
ン
タ
カ
ー
車

内
で
は
わ
い
わ
い
と
会
話
が
弾

み
、
気
が
付
け
ば
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
を
は
る
か
に
通
り
過
ぎ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
お
か
し
い

と
急
い
で
佐
世
保
ま
で
引
き
返

し
、
海
上
自
衛
隊
や
海
上
保
安

庁
、
米
海
軍
の
あ
る
軍
港
の
街

な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
堪
能
し

な
が
ら
、
佐
世
保
バ
ー
ガ
ー
の

老
舗
に
て
遅
め
の
昼
食
を
と
り

ま
し
た
。
幕
開
け
か
ら
何
や
ら

珍
道
中
の
気
配
で
し
た
。

１５
時
頃
に
よ
う
や
く
研
修
の

目
的
地
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
へ

到
着
し
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
は
１
９
９
２
年
に
開
業
し

て
以
来
、
２５
年
近
く
の
歴
史
を

刻
ん
で
き
た
だ
け
あ
り
、
樹
木

は
歳
月
を
経
て
大
き
く
育
っ
て

い
ま
し
た
。
街
角
の
花
々
は
美

し
く
管
理
さ
れ
、
１７
世
紀
の
オ

ラ
ン
ダ
の
街
並
み
と
と
も
に
パ

ー
ク
内
は
非
日
常
的
な
美
し
い

空
間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
大
の
男
４
人
は
、
早

速
４
人
乗
り
レ
ン
タ
ル
自
転
車

で
パ
ー
ク
内
を
回
る
こ
と
に

し
、
カ
ー
ブ
で
は
片
輪
を
浮
か

せ
る
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
散
策

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ

の
途
中
で
「
セ
グ
ウ
ェ
イ
ツ
ア

ー
」
な
る
も
の
を
発
見
し
、
色

め
き
た
っ
た
私
た
ち
は
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も

と
、
最
新
鋭
の
乗
り
物
で
美
し

い
街
並
み
を
め
ぐ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
は
、
先

人
の
植
栽
の
技
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ

の
街
を
再
現
す
る
と
い
う
情
熱

を
植
栽
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
管
理
を
徹

底
す
る
こ
と
で
植
栽
が
よ
い
経

年
変
化
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

る
事
例
と
し
て
も
、
貴
重
で
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

翌
日
は
、
待
ち
に
待
っ
た
軍

艦
島
ツ
ア
ー
で
す
。
軍
艦
島
と

い
え
ば
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

そ
の
姿
が
軍
艦
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
栄
え
た
炭
鉱
の
島
が
閉

山
と
と
も
に
無
人
と
な
り
、
今

で
は
、
映
画
な
ど
の
撮
影
ロ
ケ

地
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
人
気

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
、
か
つ
て
子
供
の
頃

に
Ａ
Ｃ
（
公
共
広
告
機
構
）
の

Ｃ
Ｍ
で
見
た
映
像
が
強
烈
な
記

憶
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
に
、
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
」
の
遺
産
と
し
て

の
意
義
を
認
め
ら
れ
、
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

実
際
に
い
っ
て
み
る
と
、
当

時
こ
の
島
で
の
人
々
の
生
活
を

彷
彿
と
さ
せ
る
痕
跡
が
随
所
に

あ
り
、
往
時
に
想
い
を
は
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
、

炭
鉱
と
い
う
一
時
代
を
築
い
た

産
業
が
、
時
代
と
と
も
に
閉
山

に
追
い
込
ま
れ
た
歴
史

に
、
は
か
な
さ
を
感
じ

な
が
ら
、
我
々
の
業
界

が
末
永
く
継
続
し
て
い

く
た
め
に
、
今
我
々
は

業
界
全
体
と
し
て
ど
の

よ
う
な
努
力
が
必
要
な

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
思

い
が
浮
か
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
崎
公
園

に
立
ち
寄
り
、
「
ト
ッ

ク
リ
ノ
キ
（
ボ
ト
ル
ツ

リ
ー
）」を
観
賞
し
ま
し

た
。
近
年
そ
の
独
特
の

風
貌
が
観
賞
用
と
し
て

人
気
を
集
め
て
い
る
ボ

ト
ル
ツ
リ
ー
。
長
崎
公

園
の
も
の
は
、
昭
和
７

年
に
上
海
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た

も
の
で
、
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
が
日

本
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
っ
と
も

古
い
例
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
上

海
で
造
園
業
を
営
ん
で
お
ら
れ

た
松
田
八
百
吉
氏
が
長
崎
市
に

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
私
た

ち
が
訪
れ
た
と
き
に
は
葉
が
落

ち
て
い
ま
し
た
が
、
屋
外
で
こ

の
よ
う
に
大
き
く
育
つ
の
は
珍

し
い
と
の
こ
と
で
す
。
祖
国
を

離
れ
、
異
国
の
地
で
こ
う
し
て

立
派
に
根
付
い
た
こ
の
樹
に
敬

意
を
払
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
て
樹
木
ひ
と
つ
に
も
異
国
の

風
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
長

崎
を
十
分
堪
能
し
、
男
４
人
の

珍
道
中
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第６回

アオギリの花が香る？
たる さわ ただし

足 澤 匡 氏（小岩井農牧㈱・岩手県）

ある夏の日、前夜の豪風雨が嘘のよ
うに晴れ上がり、灼熱の太陽がアスフ
ァルトをギラギラと照らしていた。歩
道には、庭木や街路樹の枝葉が散乱
し、風に揉まれた葉が青臭く、ムッと
する湿気が辺りを充満させていた。そ
の時、何処からともなく甘い香りが私
の鼻をくすぐった。「アオギリ（青桐）：
Firmiana simplex 」の枝。風でちぎれ
た数枚の葉に隠れて、目立たない黄白
色の花が穂状に咲いていた。アオギリ
の果実（種子）は特徴的で、何度も観
察したことがあったが、花を身近に観
察することは初めてだった。短い毛に
覆われていて綺麗な花とは言い難い。
しかし、情熱を秘めたような、甘く独

特の香りは、魅力的で忘れられない。基
本的に、美しく目立つ花は、虫が花粉を
媒介する「虫媒花」であり、シラカバ、
ハンノキ、マツ類などの様に風によって
受粉する花は「風媒花」である。アオギ
リの場合、花の綺麗さよりも香りで昆虫
類を呼び寄せているのではないだろう
か。人間が香りを嗅ぐことができるの
は、とても低く、狭い範囲に限られてい
る。大木の上で咲いている花の香りまで
はあまり意識することがない。アオギリ
に限らず、大木の花は手の届かない場所
で咲いている場合が多いため、あまり気
が付かないかも知れないが、例えば、
「ユリノキ（百合の木：Liriodendron tu-
lipifera 」「ホオノキ（朴の木）：Magnolia
obovata 」「キリ（桐）：Paulownia tomen-
tosa 」など・・・挙げると、キリがない。
強風で枝や花が落ちていたとか、高所作業車に載せてもらったとか、身長が急
に伸びてしまったとか、・・・何かチャンスがあれば、是非花の香りを嗅いで
みて下さい。そこには、あなたがまだ体験していない魅惑の世界が広がってい
るかも知れませんよ。

人
事
異
動

国
土
交
通
省

６
月
２１
日
付
け

○
大
臣
官
房
審
議
官
（
都
市
生

活
環
境
担
当
）
梛
野

良
明

○
都
市
局
公
園
緑
地
・
景
観
課

長

町
田

誠

７
月
１
日
付
け

○
都
市
局
公
園
緑
地
・
景
観
課

緑
地
環
境
室
長

古
澤

達

也
林
野
庁

４
月
１
日
付
け

○
森
林
整
備
部
整
備
課
課
長
補

佐
（
造
林
資
材
班
）

武
藤

敏
雄

８
月
１
日
付
け

○
森
林
整
備
部
長

織
田

央

○
森
林
整
備
部
整
備
課
長

小
島

孝
文

○
森
林
整
備
部
整
備
課
造
林
間

伐
対
策
室
長

関
口

高
士

平成２８年度庭園樹部会通常総会開催のご案内
庭園樹部会通常総会及び視察研修会を下
記の内容にて開催いたします。多くの部会
員の出席をお願いいたします。
１ 開催日時 平成２８年９月１５日（木）

１５時３０分から
２ 会 場 メルパルク岡山

〒７００－０９８４ 岡山市北区桑田町１‐１３
３ 視察研修 平成２８年９月１６日（金）

８時３０分から
岡山市近郊の庭園を視察

４ 会 費 ２５，０００円（宿泊：シングル）
会場までの往復旅費は個人負担となります。

平成２９年度通常総会開催のご案内
平成２９年度通常総会を下記の内容にて開
催いたします。多くの会員の出席をお願い
いたします。
１ 開 催 日 平成２９年１月２５日（水）
２ 会 場 ホテル日航高知旭ロイヤル

〒７８０‐０８３２ 高知市九反田９‐１５
３ 時 間 通常総会 １３時から

懇親会 １８時から
４ 講演講師 栢野 克己

（零細企業コンサルタンツ）
詳細については次号でお知らせいたします。

日本列島植木植物園運営委員会
平成２８年度 秋の視察研修会開催のご案内
１．日 時 平成２８年１０月１３日（木）

１０月１４日（金）
２．場 所 千葉方面
１０／１３ 圃場視察 ㈲共種園、㈱観賞園

緑化、㈲川繁園（視察先は予定）
１０／１４ ふなばしアンデルセン公園、京

成バラ園
３．集 合 １０／１３ JR 成田駅 １２時３０分
４．解 散 １０／１４ 西船橋駅 １４時３０分
５．参加費：当日集金（税込）
１３日参加の場合 １，０００円

（保険料を含む）
１４日参加の場合 ３，０００円

（保険料、入場料２園分含む）
両日参加の場合 ４，０００円

（保険料、入場料２園分含む）
※協会員外の方は、別途バス代等として
２，５００円負担していただきます。
※１０／１３懇談会と宿泊、１０／１４の昼食は
別途個人払いです。
※協会オリジナルお土産付です。

６．宿泊先 成田Ｕ―シティホテル
７．問合せ 事務局中村まで０３－３５８６－７３６１

なお、案内申込用紙は、別途同
封しております。

会 員 動 向
協会・退会
�㈲木之下樹苗園（宮崎県）木之下 幸雄
�モトキ緑化ノウジョウ（埼玉県）

元木 達次

社名変更
�()新 ㈱菊地緑販（茨城県）
()旧 ㈱菊池緑販
メールアドレス変更
�㈲小田原植木（神奈川県）
()新 info@odawaraueki.co.jp
訃 報

北野俊廣様（大阪府）
北野緑生園㈱（北野裕之氏父）
平成２８年７月５日没 享年８０歳

猪瀬サタ子様（栃木県）
猪瀬農園（猪瀬隆市氏母）
平成２８年８月３日没 享年７８歳

軍艦島

部
会
だ
よ
り
・
青
年
部
会

お世辞にも綺麗と言えない花ですが、
香りは魅力的でした。

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

関
西
ブ
ロ
ッ
ク

中

西

誠
氏

（
㈱
中
西
園
材
・
滋
賀
県
）

アオギリの並木。
強風の後はチャンスかも・・・。

ハウステンボス

トックリノキ（ボトルツリー）


